
女
川
・
野
蒜
な
ど
視
察

こ
の
調
査
に
対
す
る
協
力
要

請
が
、
国
労
西
日
本
本
部
を
通

じ
て
仙
台
地
方
本
部
に
さ
れ
、

8
月
27
日
の
随
行
と
案
内
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
、
調
査
団

（
団
長
：
関
西
大
学
社
会
安
全

学
部
・
西
村
弘
教
授
、
タ
ク
シ
ー
・

港
湾
労
働
者
等
総
勢
10
人
）
の

対
応
を
中
島
地
本
副
委
員
長
、

佐
藤
勝
・
千
葉
弘
両
執
行
委
員

に
加
え
、
被
災
地
の
状
況
に
詳

し
い
岩
渕
正
則
氏
（
被
災
当
時

仙
台
運
輸
区
、
現
幹
総
エ
ル
ダ
ー
）

が
行
っ
た
。

気
仙
沼
駅
前
に
9
時
に
集
合

し
た
一
同
は
、
志
津
川
を
訪
れ

多
く
の
小
学
生
・
教
員
が
犠
牲

に
な
っ
た
大
川
小
学
校
の
祭
壇

に
焼
香
。

次
に
女
川
駅
に
訪
れ
、
駅
舎

を
中
心
と
し
た
再
建
の
状
況
を

そ
れ
ぞ
れ
の
目
で
確
認
し
、
続

い
て
旧
野
蒜
駅
で
は
、
津
波
で

被
災
し
た
当
時
の
状
況
を
撮
影

し
た
写
真
を
見
学
。
高
台
に
建

設
さ
れ
た
新
野
蒜
駅
か
ら
は
、

共
闘
会
議
の
皆
さ
ん
に
は
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
車
両
で
仙
台
駅
に

移
動
し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
後
の
地
方
本
部
で
の
意

見
交
換
で
は
、
共
闘
の
方
か
ら

は
、
「
テ
レ
ビ
等
で
は
見
て
い

た
が
、
現
地
に
来
る
と
と
ん
で

も
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
」
「
東
日
本
大
震
災
を

受
け
て
、
西
日
本
で
も
紀
勢
線

で
は
避
難
経
路
の
訓
練
を
始
め

て
い
る
」
「
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
安
全
が

守
ら
れ
る
の
か
」
と
い
っ
た
意

見
が
あ
り
、
ま
た
西
村
教
授
は
、

災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組

み
と
し
て
、
災
害
時
に
備
え
た

訓
練
は
、
常
に
新
し
い
も
の
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
た
。

地
方
本
部
か
ら
は
、
「
11
・

3
・
11
の
記
録
（
国
労
仙
台
地

方
運
輸
協
議
会
作
成
）
」
の
冊

子
を
配
布
し
、
当
時
の
旅
客
に

対
す
る
輸
送
指
令
の
不
十
分
な

対
応
や
状
況
が
赤
裸
々
に
綴
ら

れ
て
い
る
内
容
も
冊
子
に
よ
り

報
告
し
た
。
最
後
に
大
阪
交
運

共
闘
会
議
南
議
長
は
、
「
大
災

害
を
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み

が
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
も
発
生
が
予
想
さ
れ
る
災

賃
金
を
現
金
受
給
し
て
い
る

Ａ
氏
が
10
月
26
日
、
支
給
箇
所

で
あ
る
宮
城
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
以
下
宮
サ
ポ
）
で
勤
務
終
了

後
受
給
し
よ
う
と
し
た
が
当
日

賃
金
を
受
給
で
き
な
い
事
象
が

発
生
し
た
。

Ａ
氏
は
9
月
末
日
ま
で
出
向

し
て
お
り
、
出
向
期
間
は
支
社

の
事
務
セ
ン
タ
ー
で
受
給
し
て

い
た
が
、
現
場
復
帰
し
た
た
め

10
月
の
支
給
箇
所
は
以
前
通
り

宮
サ
ポ
で
あ
る
旨
の
書
面
（
左

記
枠
内
表
記
）
を
会
社
か
ら
受

け
取
っ
て
い
た
。

書
面
に
は
支
給
箇
所
と
支
給

時
間
等
が
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、

本
人
は
以
前
も
受
給
し
て
い
た

た
め
、
時
間
等
に
つ
い
て
は
特

段
の
確
認
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

10
月
の
賃
金
支
給
日
で
あ
る

23
日
、
本
人
は
所
要
の
た
め
年

休
で
受
給
で
き
ず
、
週
明
け
の

26
日
の
勤
務
終
了
後
に
受
給
し

よ
う
と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
職
場
で
は
、
「
時
間
外
支
給

の
扱
い
は
、
支
給
日
当
日
の
み

の
扱
い
」
と
書
面
の
提
示
と
告

知
を
さ
れ
た
。
し
か
し
現
場
も

当
日
の
年
休
は
知
っ
て
い
た
た

め
、
委
任
状
で
の
代
理
受
給
を

宮
サ
ポ
に
問
合
わ
せ
た
も
の
の
、

そ
の
回
答
は
、
「
本
人
以
外
は

不
可
、
供
託
に
な
れ
ば
可
能
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

や
む
を
得
ず
、
日
勤
勤
務
の

Ａ
氏
は
、
26
日
の
退
勤
時
間
前

の
30
分
間
を
「
賃
金
受
け
取
り

の
た
め
」
と
い
う
理
由
で
欠
勤

願
い
を
申
請
し
た
が
会
社
は
却

下
し
た
。

こ
う
し
た
扱
い
に
対
し
て
Ａ

氏
は
、
こ
れ
で
は
賃
金
受
給
が

不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
仙
台

労
働
基
準
監
督
署
に
出
向
き
、

「
交
番
は
日
勤
指
定
で
あ
り
、

受
給
可
能
な
時
間
が
な
い
」

「
欠
勤
願
も
拒
否
さ
れ
受
給
す

る
に
は
年
休
し
か
な
い
」
「
5

日
間
が
経
過
後
の
支
払
い
方
法

が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
」
「
病

気
欠
勤
な
ど
の
場
合
支
給
さ
れ

な
く
な
る
」
と
相
談
し
た
。

労
基
署
の
監
督
官
は
、
JR
仙

台
支
社
の
平
成
19
年
の
取
り
扱

い
文
書
に
対
す
る
見
解
と
し
て
、

「
賃
金
は
支
給
日
に
は
労
働
者

に
届
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
「
賃
金
の
支
払
い
期

間
を
5
日
間
と
定
め
て
い
る
の

は
問
題
」
「
賃
金
受
給
の
た
め

年
休
を
取
得
す
る
の
は
疑
義
が

あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
仙
台

支
社
に
事
情
を
聞
く
が
、
こ
の

内
容
は
問
題
で
あ
り
指
導
す
る
」

と
し
た
。
さ
ら
に
監
督
官
か
ら

「
来
月
か
ら
変
更
に
な
る
と
思

う
が
変
わ
ら
な
い
場
合
は
連
絡

を
」
と
言
わ
れ
、
「
変
わ
っ
た

場
合
は
文
書
で
知
ら
せ
る
よ
う

指
導
を
」
と
要
請
し
、
「
了
解

し
た
」
と
返
答
を
受
け
た
。

※
な
お
上
記
時
間
外
の
対
応
の

表
記
が
、
配
布
さ
れ
た
属
人
に

よ
り
違
う
こ
と
が
発
覚
。
現
在

調
査
を
進
め
て
い
る
。
【
昌
】
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10
・
13

第
1
回
地
方
執
行
委
員
会

10
・
25

第
62
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

10
・
26

各
地
方
・
地
区
本
部
組
織
部
長
会
議

11
・
7

第
20
回
国
労
東
日
本
本
部
皇
居
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会

 
大
阪
交
通
運
輸
労
働
組
合
共
闘
会
議
（
略
称
：
大
阪
交
運
共

闘
、
南
修
三
議
長
）
に
よ
る
、
「
大
規
模
災
害
に
お
け
る
公
共

交
通
再
構
築
の
原
状
調
査
」
の
現
地
調
査
が
8
月
25
日
〜
27
日
、

宮
城
県
と
岩
手
県
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
今
回
の
調
査
の
趣
旨

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
4
年
半
が
経
過
し
た
公
共
交
通
の
復

旧
状
況
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
い
う
も
の
。

石巻市大川小学校前で被災状況の説明を受ける視察団

大
阪
交
運
共
闘
と
は
？

大
阪
交
運
共
闘
は
、
陸
・
海
・

空
で
の
規
制
緩
和
が
推
し
進
め

ら
れ
る
中
、
利
用
者
の
安
心
・

安
全
と
労
働
条
件
の
改
善
に
向

け
た
宣
伝
・
行
動
や
行
政
交
渉

な
ど
も
展
開
し
、
海
外
（
韓
国
・

ベ
ト
ナ
ム
）
も
含
め
た
交
通
事

情
調
査
に
も
取
組
ん
で
い
る
共

闘
会
議
で
あ
る
。

Ｎo . 2709
2015年11月20日
発行責任者 大沼 元

編集責任者武田昌仙

平
成
19
年
10
月
23
日
文
書

仙
宮
サ
第
４
２
８
号
（
要
旨
）

○
支
給
期
間
は
支
給
日
か
ら
5

日
間
（
土
日
は
対
象
外
）

○
支
給
時
間
は
支
給
日
が
13
時

か
ら
17
時
30
分
、
支
給
日
の
翌

日
か
ら
9
時
か
ら
17
時
30
分

（
時
間
外
と
な
る
場
合
は
事
前

に
連
絡
を
。
ま
た
対
応
は
18
時

30
分
ま
で
）
※
上
記
時
間
外
の

対
応
は
支
給
日
の
み

害
に
対
す
る
備
え
を
国
や
自
治

体
、
鉄
道
会
社
に
要
求
し
て
い

く
た
め
に
も
検
証
が
重
要
で
あ

る
」
と
述
べ
、
交
流
を
終
了
し

散
会
し
た
。
【
勝
】

地方本部における意見交換会の様子



地
方
本
部
は
10
月
9
日
、
仙

台
南
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
宮
城
県

柴
田
郡
村
田
町
）
で
第
16
回
地

本
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。当

日
は
絶
好
の
秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
、
35
人
の
ゴ
ル
フ
愛
好
家

が
プ
ロ
顔
負
け
の
腕
前
を
競
い

合
い
、
白
熱
し
た
競
技
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
の
大
村
名
誉
実
行

委
員
長
の
競
技
説
明
後
、
各
組

が
順
次
ス
タ
ー
ト
。
ラ
ウ
ン
ド

で
は
、
豪
快
な
ド
ラ
イ
バ
ー
シ
ョ
ッ

ト
で
ド
ラ
コ
ン
賞
を
ゲ
ッ
ト
し

た
人
や
、
悪
戦
苦
闘
し
て
グ
リ
ー

ン
に
辿
り
着
い
た
人
、
ま
た
傾

斜
グ
リ
ー
ン
中
腹
の
カ
ッ
プ
位

置
に
苦
慮
し
た
人
な
ど
、
個
性

を
活
か
し
た
充
実
し
た
競
技
と

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
見
事
大
会
を
制
し
た

の
は
、
小
野
孝
一
さ
ん
で
す
。

（
グ
ロ
ス
85
・
ネ
ッ
ト
70
・
6
、

仙
台
宮
城
野
運
輸
区
）

小
野
さ
ん
は
「
難
し
い
グ
リ
ー

ン
と
カ
ッ
プ
の
位
置
で
し
た
が
、

コ
ー
ス
と
メ
ン
バ
ー
、
少
し
の

運
に
恵
ま
れ
優
勝
で
き
ま
し
た
」

と
感
無
量
の
様
子
で
し
た
。

な
お
優
勝
し
た
小
野
孝
一
さ

ん
と
準
優
勝
の
菊
地
浩
喜
さ
ん

（
小
牛
田
運
輸
区
）
、
小
林
秀

男
さ
ん
（
郡
山
設
備
）
、
村
上

晃
一
さ
ん
（
仙
総
所
エ
ル
ダ
ー
）

の
4
人
は
、
16
年
開
催
予
定
の

第
4
回
東
日
本
本
部
杯
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
仙
台
地
本
代
表

と
し
て
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
。

閉
会
式
で
は
大
沼
委
員
長
か

ら
「
今
年
は
地
本
内
で
若
い
仲

間
3
人
が
国
労
加
入
。
英
断
に

敬
意
を
表
し
て
い
る
。
今
後
も

1
人
で
も
多
く
の
加
入
が
実
現

で
き
る
よ
う
引
き
続
き
ご
奮
闘

願
い
た
い
。
ま
た
職
場
で
は
業

務
委
託
拡
大
、
関
連
労
働
者
の

労
使
関
係
づ
く
り
や
エ
ル
ダ
ー

先
の
労
働
条
件
改
善
等
々
、
国

労
を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積
し

て
い
る
。
加
入
し
た
青
年
労
働

者
と
共
に
国
労
運
動
の
前
進
と

組
織
強
化
拡
大
を
実
現
し
よ
う
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
団
結
頑
張
ろ

う
で
運
動
の
前
進
を
誓
い
あ
い

ま
し
た
。
【
弘
】

上
位
入
賞
者
（
敬
称
略
）

優

勝小野

孝
一
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

準
優
勝

菊
地

浩
喜
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

3
位柳

田

敏
幸
さ
ん

仙
総
車
体

４
位村

上

晃
一
さ
ん

仙
総
台
車

5
位伊

藤

正
雄
さ
ん

郡
工
車
体
科

11
月
7
日
、
東
日
本
本
部
恒

例
の
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
今
回
で
20
回
を
迎

え
た
歴
史
あ
る
大
会
は
、
長
野

地
本
の
3
連
覇
と
い
う
偉
業
で

幕
を
閉
じ
た
。

仙
台
地
本
は
昨
年
準
優
勝
を

果
た
し
た
仙
総
支
部
の
選
抜
ラ

ン
ナ
ー
で
編
成
し
た
A
チ
ー
ム

と
山
形
県
支
部
の
家
族
な
ど
の

混
成
に
よ
る
B
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
。

結
果
を
先
に
言
え
ば
、
A
チ
ー

ム
が
10
位
、
B
チ
ー
ム
は
エ
ン

ト
リ
ー
最
下
位
の
15
位
と
な
っ

た
。
A
チ
ー
ム
の
敗
因
と
す
れ

ば
、
や
は
り
新
陳
代
謝
が
ス
ム
ー

ス
に
運
ん
で
い
な
い
こ
と
に
尽

き
る
だ
ろ
う
。

故
原
田
靖
や
キ
ャ
プ
テ
ン
高

橋
の
御
子
息
を
助
っ
人
と
し
て

擁
し
て
い
る
時
は
、
そ
れ
な
り

の
結
果
を
出
し
て
い
る
。

組
織
の
課
題
と
同
様
に
、
あ

と
は
本
体
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
投
入
す
る
時
期
だ
。

場
所
を
移
し
た
懇
親
会
で
、

最
年
長
の
堀
越
が
、
会
に
先
立

ち
挨
拶
を
述
べ
た
が
、
そ
の
際
、

「
今
年
で
最
後
…
」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
に
全
員
が
ブ
ー
イ
ン
グ
。

「
エ
ル
ダ
ー
で
も
走
り
続
け

て
！
」
と
即
座
に
取
り
消
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

そ
の
通
り
で
あ
る
。
ま
だ
ま

だ
頑
張
っ
て
欲
し
い
。
し
か
し

同
時
に
、
若
い
血
が
入
ら
な
い

と
車
の
両
輪
は
回
ら
な
い
。

課
題
は
大
き
く
難
題
で
あ
る

が
、
だ
か
ら
こ
そ
燃
え
る
の
で

あ
る
。
決
し
て
夢
物
語
で
は
な

い
。
も
う
す
ぐ
手
に
届
く
と
こ

ろ
に
あ
る
か
ら
も
ど
か
し
い
…
。

数
年
後
を
見
据
え
、
編
集
部

は
来
年
、
レ
ー
ス
後
の
強
化
合

宿
を
検
討
中
だ
。
敬
称
略
【
昌
】
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10
月
1
日
付
（
出
向
）

 

○
新
屋

昭
一
さ
ん
（
簡
苦
）

仙
台
車
セ
↓
Ｊ
テ
ッ
ク
東

○
赤
間

敏
幸
さ
ん
（
簡
苦
）

仙
台
車
セ
宮
城
野
派
出

←

Ｊ
テ
ッ
ク
宮
城
野
派
出

○
藤
田

香
さ
ん
（
簡
苦
）

○
畠
山

勉
さ
ん
（
簡
苦
）

○
青
沼

寛
明
さ
ん

○
中
鉢

悟
さ
ん

○
阿
部

昭
彦
さ
ん

○
後
藤

武
志
さ
ん

○
佐
藤

勝
雄
さ
ん

○
菊
地

浩
喜
さ
ん

○
佐
竹

裕
一
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

←
Ｊ
テ
ッ
ク
小
牛
田

○
宮
本

広
美
さ
ん
（
簡
苦
）

Ｊ
テ
ッ
ク
東
↓
仙
台
車
セ

○
首
藤

長
俊
さ
ん

矢
本
駅
↓
J
テ
ッ
ク
矢
本
駅

○
菊
田

幸
治
さ
ん

○
菅
野

次
男
さ
ん

須
賀
川
駅
↓
Ｔ
Ｓ
Ｓ
須
賀
川
駅

○
五
十
嵐

新
治
さ
ん

○
大
内

美
智
男
さ
ん

○
佐
藤

幸
男
さ
ん

二
本
松
駅
↓
Ｔ
Ｓ
Ｓ
二
本
松
駅

10
月
1
日
付
（
一
般
異
動
）

○
佐
藤

光
秋
さ
ん

須
賀
川
駅
↓
郡
山
駅

退
職
の
お
知
ら
せ

9
月
30
日
付

村
上

弘
記
さ
ん

郡
工
装
置
科

（
セ
ン
ト
ラ
ル
警
備
）

浅
野

良
市
さ
ん

郡
工
装
置
科

（
セ
ン
ト
ラ
ル
警
備
）

赤
坂

健
治
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所

（
JR
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

佐
藤

博
光
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所

（
JR
コ
ン
サ
ル
嘱
託
）

岡
根

悟
資
さ
ん

仙
台
信
通
区

阿
部

正
夫
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

高
橋

和
彦
さ
ん

岩
沼
駅
連
合

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
槻
木
駅
）

○
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
退
職

星

修
児
さ
ん

郡
山
設
備

（
仙
建
郡
山
）

佐
藤

清
さ
ん

仙
総
運
転

（
J
テ
ッ
ク
幹
総
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

お
悔
や
み

9
月
27
日

五
十
嵐

隆
敏
さ
ん
（
61
）

仙
総
台
車

10
月
1
日

千
石

敏
彦
さ
ん
（
56
）

小
牛
田
駅
連
合

斉
藤

久
文
さ
ん
（
60
）

山
形
連
合

心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す

見事優勝した小野さん（右）と大沼委員長

参加されたみなさん、お疲れ様でした

チームの連帯感はより高まってきた


